
 学校教育目標 「やさしい子 チャレンジする子」 
Ⅰ 令和６年度の取組    

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 自己評価 

○ 児童の評価                                 ○ 保護者の評価 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

○ 職員の評価                                  Ⅲ 学校運営協議会による学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 今後の改善方策 

 

 

【知】楽しい学びと確かな学力 【徳】豊かな心としなやかさ 【体】たくましい心と健やかな体 
○ 子供に力を付ける【学級づくりを基盤として】 

・興味・関心・キャリア形成に応じた個別最適な学びの推進 

  ・対話の力を育て、多様な他者との協働的な学びの推進 

・情報活用能力の育成 

○ 教師に力を付ける 

 ・学年を単位とした授業研究 

 ・ICT 効果的に活用した授業やキャリア発達を意識した授業の実施 

○ 相手の気持ちを思いやるあたたかい集団 

 ・自分の居場所のある学級づくり（構成的エンカウンター） 

 ・自分から進んで挨拶ができる子の育成 

○ 目標に向かって困難を乗り切る力 

・目標に向かって困難乗り越えていく「開拓の心」の育成 

・自分と向き合い、簡単には「折れない心」の育成 

○ 運動習慣の確立と体力づくり 

 ・運動の楽しさを実感できるチャレンジカードの工夫 

 ・外遊びや学級遊びの推奨 

○ 自分の命も他人の命も大切にする 

 ・防災ﾉｰﾄを活用し、自分の命を自分で守る力の育成 

・相手の立場に立って考えることができる意識や判断力の育成 

令和６年度 豊岡小学校 学校評価 

・児童の授業内容の理解が高まるように、実態に合わせて、発問や授業構想等の授業改善を心がけた。 

・豊岡小いじめ防止基本方針のもと、職員が同一歩調で対応し、積極的認知、早期対応を実践した。 

・児童 1人 1人に目を向け、どの子にも居場所がある学級（学校）づくりに取り組んだ。 

・児童の自己肯定感が高められるような取り組みをしたり、良いところを進んで褒めたりする実践を行った。 

・児童がルールを意識して安全に生活ができるように、発達段階に合った指導や支援を行った。 

・タブレットの持ち帰りが進んでいない。また情報モラルについても意識を高めたい。 

・音楽発表会や持久走記録会などの行事の実施方法を再度検討し、子供や教師の負担にならないようにしてい

きたい。 

・家庭への配布物や職員の会議の資料等をデータ化したり、さくら連絡網のさらなる利用を勧めたりする。 

・ICT を活用した授業をたくさん参観することができよかった。子供たちの ICT 活用の子供の評価が高い理

由が分かった。活用している様子を参観会等で保護者にもっと見せるとよい。 

・学校便り、学年便り、ブログ等で学校の発信力をさらに高めて、保護者の理解度を高めるようにしたい。 

・学校教育、家庭教育、地域教育を巻き込んだ教育を進めたい。今年度行った座談会を次年度も継続する。

また、学級懇談会に多くの保護者が参加できるように懇談会のねらいやメリットを伝えたり、話合いのテ

ーマを事前に告知したりするなど工夫する必要がある。 

・CS コーディネーターを中心に、保護者ボランティアの活用を進めることができた。お花の苗植えやサツマ

イモの世話、授業で多くの協力を得て、授業内容の充実化・安全化が図られた。 

・学校経営方針や学校運営協議会で話し合った内容等を、広く保護者や地域に知らせる工夫をしたい。 

・いじめの早期発見・対応、未然防止に向けて、家庭・地域と連携しながら取り組んでいく。 

◇ 多様な子供の興味・関心に応じ意欲を高め、やりたいことを深められる学びの提供（総合的な学習の在り方） 

◇ ICT のさらなる活用を進め、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し「主体的・対話的な深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組む。 

◇ 一人一人の状況や教育的ニーズを的確に把握し、個に応じたきめ細かな支援を実現するため、発達支援教育の理念に基づく児童理解・支援、外国に由来のある児童への配慮・支援を更に一層進める。またインクルーシブ

教育の理念を理解を深め、多様な友達を受け入れ、仲良くしていこうとする心の育成を進める。 

◇ 部活動の廃止に伴い、運動習慣の確立と体力づくりに関する指導の推進。  

◇ CS 活動を充実させ、学習支援ボランティアや外部人材等を様々な教科や領域で更に有効的・積極的な活用をし、子供に寄り添った支援や豊岡小ならではの貴重な体験を増やしていく。 

◇ いじめの未然防止に向けて、「いじめは絶対に許さない」といった学級風土を高めるとともに、円滑な人間関係作りを進めていく。 

　　項　　目 　肯定意見

1 わたしは、進んで勉強に取り組んでいる。 85.5%

2 わたしは、相手に分かるように自分の考えを伝えている。 80.1%

3 わたしは、情報モラルやマナーを守りながら学校や家庭の中でICT機器（タブレット端末等）を使っている。 93.1%

4 わたしは、授業の内容が分かる。 89.1%

5 わたしは、友達に優しい言葉を選んで使っている。 87.5%

6 わたしは、学校・地域・家庭の中で、進んで挨拶を行っている。 86.1%

7 わたしは、決めた目標に向かってねばり強く取り組んでいる。 82.4%

8 わたしは、授業や行事などの活動で友達と力を合わせ、よりよい答えやよりよい結果を目指している。 86.0%

9 わたしは、健康を意識した生活（早寝・早起き・朝ごはん等）を行っている 82.3%

10 わたしは、体力を高めるために進んで運動を行っている。 78.6%

11 わたしは、自分のよさを知っている。 78.8%

12 わたしは、ルールを守って安全に生活している。 92.2%

13 わたしは、豊岡小学校が好きだ 91.7%他
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　肯定意見

お子さんは、進んで学習に取り組んでいる。 74.5%

お子さんは、相手に分かるように自分の考えを伝えている。 76.2%

お子さんは、情報モラルやマナーを守りながら学校や家庭の中でICT機器（タブレット端末等）を活用している。 86.0%

お子さんは、授業の内容が理解できている。 85.2%

お子さんは、相手のことを考えながら言葉を選択して使用している。 87.5%

お子さんは、場所に合わせた挨拶の習慣ができている。 84.8%

お子さんは、決めた目標にむかってねばり強く取り組んでいる。 75.6%

お子さんは、友達との協働的な活動により、よりよい答えやよりよい結果を目指している。 89.3%

お子さんは、健康を意識した生活（早寝・早起き・朝ごはん等）を実践している。 84.7%

お子さんは、自己の体力を高めるために進んで運動を行っている。 64.1%

お子さんは、自分の長所やよさを生かそうとしている 83.8%

お子さんは、ルールを守って安全に生活している。 96.0%

わたしは、豊岡小学校に子供を通わせることに満足している。 96.9%
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